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を
選
出
し
、
議
事
に
移
り
ま

し
た
。

　

田
澤
支
部
長
の
あ
い
さ
つ

あ
と
、
木
村
本
部
常
任
中
央

執
行
委
員
か
ら
「
一
年
以
上

続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
組

合
の
仲
間
の
繋
が
り
に
は
班

会
議
が
い
か
に
大
事
か
が
再

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
し

で
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
況

に
戻
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
来
賓
あ
い
さ
つ
を

頂
き
ま
し
た
。
上
薗
書
記
長

に
よ
る
一
般
経
過
報
告
・
制

度
改
定
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
小
川
財
政
部

長
よ
り
決
算
・
予
算
予
算
案

　

５
月
16
日
（
日
）
朝
霞
市

民
会
館
ゆ
め
ぱ
れ
す
で
第
17

回
支
部
定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
、
代
議
員
42
人
・
支
部
役

員
17
人
・
特
別
代
議
員
５
人

の
64
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
規

模
縮
小
、
時
間
短
縮
で
行
わ

れ
、
例
年
だ
と
午
後
は
分
科

会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

午
前
中
の
全
体
会
だ
け
の
定

期
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

丸
山
実
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
、
田
野
村
資
格
審
査
委

員
長
の
報
告
の
あ
と
、
議
長

に
渡
利
成
人
さ
ん
（
宗
岡
）

提
案
が
あ
り
、
全
体
会
で
の

専
門
部
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
専
門
部
の
提
案
も
時
間

短
縮
の
た
め
新
年
度
方
針
の

み
の
提
案
と
な
り
ま
し
た
。

　

質
問
・
討
論
の
あ
と
、
上

薗
書
記
長
に
よ
る
討
論
の
ま

と
め
、
役
員
選
挙
へ
と
続
き

ま
し
た
。
今
年
は
定
数
内
の

場
合
は
信
任
投
票
は
行
わ
ず

拍
手
で
確
認
と
な
り
、
全
員

が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
組
織
表
彰
と
し

て
宗
岡
・
和
光
北
・
朝
霞
北

分
会
、
教
宣
表
彰
と
し
て
志

　

大
会
参
加
者
の
皆
さ
ん
早

朝
よ
り
お
疲
れ
様
で
す
。
昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
、
埼
玉
土

建
の
歴
史
上
始
め
て
の
本
・

支
部
大
会
を
書
面
開
催
と
し

ま
し
た
。
今
年
は
厳
し
い
状

況
な
が
ら
も
人
数
を
絞
っ

て
、
時
間
短
縮
の
う
え
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延

防
止
措
置
な
ど
、
我
慢
の
自

粛
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
政
府
の
方
針
は
不
要

不
急
の
移
動
の
制
限
だ
け

で
、
き
ち
ん
と
し
た
保
障
も

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

組
合
運
動
も
ま
と
も
に
で

き
な
い
な
か
、
政
府
は
我
々

に
不
利
益
な
法
案
を
次
々
に

審
議
し
て
い
ま
す
。
憲
法
改

悪
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓

口
払
い
を
２
割
へ
の
変
更
、

デ
ジ
タ
ル
法
案
に
つ
い
て
は

感染対策をとり参加する代議員＝朝霞市民会館にて

木
分
会
、
長
年
副
支
部
長
と

し
て
奮
闘
さ
れ
て
き
た
野
村

副
支
部
長
の
顕
彰
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
よ
り
所
沢
支
部
へ
異

動
す
る
渡
邊
書
記
あ
い
さ

つ
、
栗
田
副
支
部
長
に
よ
る

決
議
案
提
案
と
採
択
、
高
橋

副
支
部
長
に
よ
る
ス
ロ
ー
ガ

ン
案
提
案
と
確
認
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
名
雪
常
任
執
行
委

員
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
ト
で
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

強
行
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

次
の
選
挙
で
菅
政
権
に
終

止
符
を
う
ち
、
我
々
労
働
者

の
側
に
立
っ
た
政
治
へ
変
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
闘
争

は
13
年
目
を
迎
え
ま
す
。
国

の
上
告
を
認
め
な
い
判
決
が

で
ま
し
た
。
救
済
さ
れ
る
べ

き
人
が
救
済
さ
れ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

組合費は毎月発送している振込用
紙でお支払いをお願いします。
次回は 6月 15 日までに納めてく
ださい。

大会議事日程をする丸山実行委員長

冒頭の支部長あいさつ＝田澤支部長
　

支
部
資
本
従
事
者
の
会
で

現
場
の
情
報
を
つ
か
み
大
手

企
業
交
渉
に
取
り
組
み
ま

す
。
年
２
回
行
う
Ｇ
О
Ｇ
О

行
動
で
は
地
元
現
場
訪
問
と

懇
談
に
取
り
組
み
ま
す
。
Ｇ

О
Ｇ
О
行
動
の
結
果
を
自
治

体
に
返
し
、「
公
共
工
事
現

場
の
賃
金
・
単
価
の
引
上

げ
」「
労
働
環
境
の
改
善
」

を
求
め
ま
す
。
公
契
約
条
例

制
定
に
向
け
て
は
、
朝
霞
市

に
対
し
重
点
的
に
対
市
交
渉

な
ど
の
働
き
か
け
を
行
い
、

入
札
価
格
の
適
正
化
や
地
元

優
先
発
注
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

　

24
年
４
月
に
は
建
設
業
の

働
き
方
改
革
の
猶
予
期
間
が

終
わ
る
た
め
、
36
協
定
の
締

結
、
就
業
規
則
な
ど
の
「
学

習
会
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
建
退
共
の
普
及
や

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
の
登
録
推
進
、
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
、
不
払
い
な
ど
の

「
な
ん
で
も
相
談
活
動
」
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

田澤支部長（二役）

働
く
ル
ー
ル
の
前
進
に
向
け

賃
金
労
働
対
策
部
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第
44
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ

ー
は
①
住
宅
相
談
②
安
全
安

心
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
③
包
丁

研
ぎ
の
な
か
か
ら
一
つ
以
上

の
企
画
で
、
６
月
13
日
の
午

前
の
み
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
安
心
安
全
の
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
は
住
宅
デ
ー
開
催
日
を

中
心
に
６
月
中
の
取
り
組
み

と
し
、
分
会
で
３
ヵ
所
チ
ェ

ッ
ク
し
報
告
書
の
提
出
を
求

め
ま
す
。

　

住
推
協
の
登
録
推
進
も
引

き
続
き
行
い
、
支
部
15
社
の

登
録
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
毎
月
の
班
会
議
資
料
と

し
て
求
人
求
職
情
報
の
発
行

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
資
格

講
習
の
今
年
の
受
講
目
標
は

3
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
（
１
０

６
人
）
と
な
り
ま
す
。
こ
の

目
標
に
向
け
て
共
済
部
と
協

力
し
、
拡
充
さ
れ
た
資
格
取

得
祝
い
金
の
周
知
に
努
め
ま

す
。

　

中
部
西
地
域
仕
事
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
住
宅
セ
ン
タ
ー
づ

く
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

健
康
診
断
は
５
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
計
22
回
設
定
し

ま
す
。
新
年
度
も
健
診
受
診

率
70
パ
ー
セ
ン
ト
の
目
標
を

設
定
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
結
果
説
明
会
へ
の
参

加
、
結
果
票
の
コ
ピ
ー
回
収

な
ど
を
実
施
し
、
経
過
観
察

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

新
年
度
も
健
康
診
断
の
分
会

受
付
は
中
止
と
し
ま
す
。
感

染
が
収
束
し
た
場
合
は
分
会

受
付
の
再
開
を
予
定
し
ま

す
。

　

ま
た
、
保
険
証
渡
し
会
の

実
施
、
集
団
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
検
討
を
し
ま

す
。

　

土
建
国
保
の
制
度
改
定
と

し
て
、
介
護
保
険
料
が
1
人

あ
た
り
７
０
０
円
引
き
あ
が

り
ま
す
。（
40
歳
以
上
）
土

建
国
保
を
守
る
取
り
組
み
と

し
て
、
夏
と
秋
に
予
算
要
求

ハ
ガ
キ
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
年
度
は
土
建
国
保
の
資
格

確
認
調
査
が
行
わ
れ
る
の
で

該
当
の
方
は
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

朝
霞
・
志
木
・
和
光
市
の

人
口
は
都
心
に
近
い
こ
と
も

あ
っ
て
３
市
と
も
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
大
企
業
や
他
組

合
の
組
合
員
を
除
い
て
も
対

象
者
は
ま
だ
ま
だ
い
ま
す
。

「
ゆ
る
ぎ
な
い
３
０
０
０
人

支
部
」
を
目
指
し
、
３
年
連

続
の
実
増
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
の
組
織
建

設
目
標
は
21
年
３
月
現
勢
の

１
パ
ー
セ
ン
ト
実
増
を
目
指

し
、
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

　

ま
た
、
仲
間
の
組
合
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
土
建
国

保
を
は
じ
め
、
ど
け
ん
共
済

業
務
や
運
動
な
ど
組
合
へ
魅

力
を
感
じ
て
い
る
仲
間
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
で
脱
退
防

止
に
繋
げ
ま
す
。

　

次
世
代
層
か
ら
の
活
動
家

作
り
を
す
す
め
、
分
会
・

班
・
次
世
代
・
青
年
層
の
つ

な
が
り
を
強
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
事
業
所
対
策
も

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　

年
度
初
め
の
部
長
会
議
で

「
総
合
共
済
の
種
類
と
内

容
」「
申
請
書
の
書
き
方
」

の
学
習
を
行
い
ま
す
。

　

６
月
か
ら
12
月
を
「
自
動

車
共
済
見
積
も
り
運
動
」

「
火
災
・
地
震
共
済
」
の
推

進
、
１
月
か
ら
５
月
に
「
サ

イ
ク
る
ん
」「
こ
く
み
ん
共

済
」
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
け
ん
共
済
会
20
周

年
大
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

２
つ
以
上
の
業
務
を
活
用

し
、
21
年
春
夏
号
の
た
す
け

愛
☆
通
信
に
応
募
方
法
が
記

載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

制
度
改
定
と
し
て
①
組
合

活
動
中
の
事
故
見
舞
金
の
適

用
範
囲
の
拡
大
②
満
額
給
付

後
の
待
機
期
間
の
発
動
の
改

善
③
資
格
取
得
祝
金
の
対
象

資
格
の
拡
充
④
サ
イ
ク
る
ん

保
険
料
改
定
、
特
約
の
保
障

範
囲
の
拡
大
⑤
総
合
賠
償
責

任
補
償
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

に
オ
プ
シ
ョ
ン
で
電
動
工
具

等
補
償
が
追
加
さ
れ
、
従
来

か
ら
の
工
具
盗
難
保
険
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
様
々
な
運
動

を
通
し
て
発
展
し
て
き
た

「
次
世
代
の
運
動
参
加
」
と

「
次
世
代
の
役
員
選
出
」
を

一
層
広
げ
て
い
き
ま
す
。
合

わ
せ
て
、
次
世
代
の
仲
間
の

分
会
活
動
へ
の
参
加
を
広

げ
、
分
会
と
の
結
び
つ
き
を

強
め
、「
分
会
と
結
び
つ
い

た
活
動
家
づ
く
り
」
の
前
進

を
目
指
し
ま
す
。

　

毎
月
１
回
の
次
世
代
部
長

会
議
開
催
や
次
世
代
層
の
要

求
を
く
み
取
っ
た
行
事
を
企

画
し
、
結
集
を
意
識
し
て
取

り
組
み
ま
す
。
活
動
家
育
成

の
観
点
か
ら
本
部
が
取
り
組

む
次
世
代
学
習
会
や
活
動
者

会
議
に
参
加
を
し
て
い
き
ま

す
。

　

青
年
部
へ
の
援
助
と
し
て

本
・
支
部
青
年
部
大
会
、
青

年
部
活
動
者
会
議
な
ど
に
支

部
部
長
が
参
加
し
ま
す
。
青

年
部
会
に
参
加
し
、
青
年
部

長
が
機
関
会
議
に
参
加
で
き

な
い
場
合
は
報
告
を
次
世
代

部
長
が
行
い
ま
す
。

　

支
部
機
関
紙
の
定
期
発
行

を
行
い
ま
す
。
感
染
の
一
定

の
収
束
が
見
通
せ
る
時
期
ま

で
は
現
状
の
２
面
建
て
と

し
、
新
年
号
は
20
年
と
同
様

に
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
４

面
建
て
に
戻
す
際
に
毎
月
行

っ
て
い
た
「
我
が
家
の
ア
イ

ド
ル
」「
我
が
ふ
る
さ
と
」

「
写
真
シ
リ
ー
ズ
」
を
再
開

し
ま
す
。「
組
合
員
紹
介
」

に
つ
い
て
は
終
了
と
し
、
別

の
企
画
と
し
ま
す
。
別
の
企

画
は
教
宣
部
長
会
議
を
行
い

討
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

毎
年
行
っ
て
い
た
分
会
ニ

ュ
ー
ス
作
成
会
、
労
働
学
校

に
つ
い
て
は
感
染
収
束
が
一

定
の
基
準
に
な
り
ま
す
。
労

働
学
校
は
教
宣
部
長
会
議
で

開
催
を
追
求
し
、「
今
年
度

の
労
働
学
校
は
で
き
な
い
」

と
判
断
し
た
場
合
、
勤
労
者

通
信
大
学
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

全
建
総
連
教
宣
大
学
、
第

四
回
埼
玉
土
建
き
か
ん
し
学

校
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な

り
ま
す
。

　

組
合
員
と
し
て
組
合
費
納

入
を
班
会
議
で
行
う
こ
と
を

徹
底
し
、
納
入
率
向
上
を
目

指
し
ま
す
。
毎
月
の
未
納
者

リ
ス
ト
を
分
会
に
配
布
し
、

訪
問
ま
た
は
対
話
で
状
況
を

聞
き
な
が
ら
組
合
の
納
入
ル

ー
ル
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
を
努
力
し
ま
す
。
事
業
所

を
脱
退
す
る
従
業
員
や
国
保

を
脱
退
す
る
仲
間
に
は
「
建

設
業
を
続
け
る
」
な
ら
組
合

は
残
れ
る
こ
と
を
伝
え
、
組

合
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
て

い
き
ま
す
。

　

５
月
末
に
開
催
す
る
「
新

役
員
学
習
会
」
で
は
納
入
ル

ー
ル
と
実
務
の
仕
方
を
学
習

し
ま
す
。

　

分
会
財
政
に
つ
い
て
は
最

低
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
分

会
活
動
が
前
進
す
る
運
営
を

は
か
っ
て
い
き
ま
す
。
分
会

財
政
は
組
合
費
と
異
な
り
、

盗
難
保
険
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。
で
き
る
限
り
分
会

口
座
を
利
用
し
、
手
持
ち
現

金
は
最
小
限
と
し
ま
す
。

水野技住対部長高橋社保対部長

名雪組織部長（代理）高橋共済部長

高橋教宣部長 丸山副支部長（二役）

小川財政部長

仕
事
と
経
営
を
守
る
取
組
み

技
術
住
宅
対
策
部

社
会
保
障
を
守
る
た
た
か
い

社
会
保
障
対
策
部

組
織
を
強
化
す
る
た
た
か
い

組
織
部

次
世
代
か
ら
の
活
動
家
作
り

次
世
代
対
策
部

次
世
代
か
ら
の
活
動
家
作
り

次
世
代
対
策
部

共
済
活
動
の
強
化
・
発
展
を

共
済
部


